
 

 

 

 

 

  

 

 

  

 
・会社のｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰは株主やお客さま、当然
社員もｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰの１つである。 

・安定して株主を確保するという観点から、
取り組んでいくが、社員還元も取り組んで
いく。 

・業績や様々な動向を見つつ判断して行って
いく。 
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・株主配当について、2020 年 3 月期に現行
の 1株あたり 150 円から 165 円と 1.5％上
がる予想である。 

・一昨年からすれば 2.2％上がる予想で株主
配当が上がっている。 

・重要なｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰとして、組合員・社員に
も還元すべきだ。 

 
・様々な観点で考えるべきである。 
・過去若年層に関して一定の待遇を図るとい
う観点から、定額を加算することも行った
ことがあるがﾒﾘｯﾄ・ﾃﾞﾒﾘｯﾄがある。 

・ﾊﾞﾗﾝｽを見て総合的に判断する必要がある。 

 
・2018 年度賃上げにおいて、初任給改定を
行ってきたが６年目以降に課題が残った。 

・2019 年度賃上げは、基本給に所定昇給額
6 分の 1の額で妥結した。職制、基本給の
高い社員が上がっている認識だ！ 

・世代交代の中、若手の努力に対する評価
を上げて、厚くしﾊﾞﾗﾝｽを保つべきだ！ 

 
変革 2027 や施策でいろいろ取り組んでいることや My Project の話もしてきた。苦労や今
後の期待について今日の議論も踏まえ、総合的に勘案していく。支給日の要求もいただい
ている。これを踏まえて、しっかりと検討しあまり時間を掛けず回答したい。 

 
JR 東労組は、変革 2027 が示されて以降、諸施策に対して時間軸を意識してｽﾋﾟｰﾄﾞ感を持
って組合員と積極的に議論をし、建設的な労使議論で施策に向き合い、各種施策を担って
きた。一人ひとりが主体的に考え変革 2027 に向かい、自己啓発にも積極的に挑んできた。
また働き方改革に伴い、様々な課題を想定し問題解決に向けて、現場第一線で働く組合員
が積極的に安全とｻｰﾋﾞｽ品質を高めるための努力をしたことに対し、会社は誠意を持って
応えるべきである。人材育成と優秀な人材確保は重要な課題である。収益を確実に伸ばし
てきたことから、支払い能力は十分にある。全組合員の様々な努力と苦労に報いるために、
基準内賃金の 3.1 ケ月+5 万円の満額回答を強く要求する！ 

 
・ﾏﾝﾊﾟﾜｰによるｻｰﾋﾞｽ提供は必要。ｺｽﾄも見な
がら外国語対応の設備を導入している。 

・仕事をする上の不安はあると思う。ﾀﾌﾞﾚｯﾄ
も英語圏だけではなくｱｼﾞｱ圏にも有効に使
えるようにしている。さらに投資していく必
要がある。 

・英語圏以外に東南ｱｼﾞｱ圏の方々も多く苦労
をしている。その頑張りが連続した増収に結
び付いていることには感謝している。 

 
・定期外収入は新幹線・在来線の関東圏にお

いて、ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞが 10 億円増と好調だ。 
・ｼﾞｬﾊﾟﾝﾚｰﾙﾊﾟｽの引換、お客さま案内に苦労

している。外国語の学習をするなど努力し
て、収入に貢献している。 

・遺失物対応も増加した。ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟ
ｯｸで更に増えれば対応に不安がある。 

・営業職場の苦労を把握していただきたい。 


